
超学際 transdisciplinarity研究⼿法の開発

研究課題の設定、
アウトプットの創
出、実現プロセス
で研究者と政策
担当者・ステーク
ホルダーが協働

研究者、国連担当者、政
府代表、共同議長等で
のワークショップ（NY）

議論内容の概念化、
学術的根拠に則った
提言策定・公表

成果文書
＆
学術出版物

SDGsのグローバルガバナンスにおける概念化：Governing 
through Goalsの出版（MIT Press, 2017)

今後の研究（中⾝）課題
• Synergy and Trade-offs：ターゲット間、課題間の相

互関係（インターリンケージ）がどうなっているのか？【⾃然
科学的連関】

• 課題間の調整・統合実施にかかる制度的メカニズムはどう
なっているのか（国際・国内制度）？【社会科学的連
関】

• 上記2者の相互関係はどうなっているのか？【トランスディシ
プリナリーな課題】

9



SDG interlinkages

• Strength

• Directionality

• Level of uncertainty

Phases of Knowledge-Action Network 
development

2  Development
1  Exploration

3  Operation

We are here!
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The role of Development Team members

Network and connect people/orgs to the KAN themes and projects

Initiate projects and help drive them forward

Work towards next step of governance: Steering Committee

Develop an action/strategic plan

Seek funding and support for KAN office and projects

Policy making framework for SDGs

22

‐ Issue Identification for 
achieving a goal/target

‐ Preliminary decision making

Option 
Assessment

Implementation

Monitoring 
& Review

Scientific 
Communities

e.g. national 
academies, Future 
Earth, ICSU, IAP, 
STI, etc.

Science can and 
should contribute 
to every stage, 
systematically 
and by inclusive, 
transparent and 
neutral manners, 
at local, national 
and global levels.
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UN Global Sustainable Development Report
Drafted by 15 scientists (Jan 2017‐Dec 2018)

1. Scenarios, pathways, transformation

2. Interactions between SDGs

3. Thinking outside the box: emerging issues, disruptive 
trends….

4. Science‐policy interface

SDG Workshops 2015-16

Measuring Sustainable
Development Workshop

New York, April 2015

Foresight Workshop
Italy, April 2016
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SynLink SDGs workshop

Nature Sustainability paper
（TBC)

5-7 March 2017 in New York 

Rules to Goals: New Governance Strategies 
for Sustainable Development

Governance initiatives

INTERNATIONAL CONFERENCE ON 
SUSTAINABILITY SCIENCE 

ICSS 2017 IN STOCKHOLM

2017 2018
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Other activities
• SDG interlinkages 

tool

• The World in 2050

14



若手アカデミーの活動とSDGs

第24期若手アカデミー・代表
九州大学大学工学研究院/分子システム科学センター 准教授

岸村　顕広

第24期若手アカデミー・若手による学術の未来検討分科会 委員長
海洋研究開発機構（JAMSTEC）研究員

川口慎介

第24期若手アカデミー・国際分科会 副委員長
京都大学防災研究所 准教授

西嶋一欽

180706＠科学と社会委員会

1

日本学術会議の年齢構成 (2008年10月時点)

歳

会員

連携会員

●科学(全体)に関する重要事項を審議し、その実現を図ること。
●科学に関する研究の連絡を図り、その能率を向上させること。

(HPより)

- 次の世代の当事者に関わる課題を扱うには不十分。
- 組織が縦割りの傾向が強く、横断的話題を柔軟に扱う
のに限界がある。

大きな世代間ギャップ

➡若手アカデミー設立準備
(若手アカデミー委員会 2011.11～) 2

資料２
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常置の委員会として 
若手アカデミーを設置 
（第23期2015年2月～）
45歳未満 (現在65名) 

⬇ 
シニア組織からの
独立性を確保連携

若手アカデミー（第２４期）発足（平成29年12月28日）

代表 
岸村顕広

副代表 
新福洋子

幹事 
岩崎渉

幹事 
高瀬堅吉

63名で活動中

 三成副会長と記念撮影する若手アカデミーメンバー 埴淵メンバーによるデザイン
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日本の若手アカデミー（YAJ）の活動：分科会がメイン

①若手による学術の未来検討分科会 
（役員：川口慎介、平田佐智子、 中村征
樹、埴淵知哉）
③イノベーションに向けた社会連携分科会 
（役員：髙山弘太郎、高瀬堅吉、上村想太郎、
谷内江 望）

④国際分科会 
（役員：新福洋子、西嶋一欽、　
中西和嘉、安田仁奈）

②若手科学者ネットワーク分科会 
（役員：酒折文武、岩崎 渉、井頭麻子、
前川知樹）

広報など

に取り組むに当たって、力を発揮できる組織

基本的に縦割りの構造は取らず課題別にグループを設定（多様性と機動力を確保）
　➡従来の『分野別』では解決困難な課題に柔軟に対応
次の時代に対して責任を取るべき世代としての自覚を持った活動
『高度かつ多様な次世代人材のプール』として社会への窓口・ハブとして機能

① ③
②

④
①②

③

③
④① ③②

若手のための、あるいは、次世代としての活動を”異分野連携の下に”行う。

④

学術環境が劇的に変化する中，学術界を取り
巻く現状の認識を深めながら，来る時代にお
ける学術の有り様を検討することが求められ
る。学術の未来を担う若手科学者の置かれた
現状を分析し課題を解決する方策を検討する
とともに，学術の発展により獲得される新た
な自然理解が社会をどのように変容しうるか
を検討する。 

メンバー（２３名：平成３０年６月１８日現在）

学術への期待と課題（若手から 若手へ）
科学者のあり方、ライフワークバランス
人文社会科学の未来
発展する自然理解とその社会との対話
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